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タン板に CO2レーザーを出力 20w/秒にて 60 秒間照射し、チタン表面の形状変化を共焦点レーザ
ー顕微鏡にて観察した。また、研磨および粗造チタン板上でヒト由来歯根膜線維芽細胞を培養し、
それに CO2レーザーを出力 20w/秒にて 60 秒間照射した。CO2レーザー照射 3日後と 7日後の細胞
を観察した。また、チタン板上で培養したヒト歯根膜線維芽細胞を LPS(100ng/ml、1μg/ml)で 3
日間処理し、そこで CO2レーザーを照射した（出力 20w/秒、60秒間）。CO2レーザー照射 3日後と
7 日後の細胞を観察した。4',6-diamidino-2-phenylindole （DAPI）染色により細胞数を評価し
た。細胞付着状態はアクチン染色によって評価した。Ｉ型コラーゲンおよび vascular endothelium 















































2. 2つの遺伝子Ｉ型コラーゲンと VEGFに着目した理由は何か。 
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